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平
成
十
六
年
（
二

0
0
四
）
一
月
二
十
六
日
・
ニ
十
七
日
の
両

日
、
大
阪
大
学
を
会
場
に
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
国
楚
簡
と

中
国
思
想
史
研
究
」
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
の
国
立
大
学
は
、
平
成
十
六
年
（
二

0
0
四
）
三
月
を
も

っ
て
「
国
立
」
に
終
止
符
を
打
ち
、
四
月
に
「
独
立
行
政
法
人
」

へ
と
移
行
し
た
。
そ
の
「
国
立
」
最
後
の
数
日
に
、
研
究
史
を
飾

る
意
義
あ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
極
め
て
熱
心
な
討

論
が
交
わ
さ
れ
た
の
は
、
主
催
者
の
一
人
と
し
て
望
外
の
喜
び
で

あ
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
主
な
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
近
年
新
た

に
発
見
さ
れ
、
現
在
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
戦
国
時
代
の
竹
簡

資
料
で
あ
る
。
か
つ
て
甲
骨
文
字
の
発
見
が
中
国
古
代
史
を
大
き

く
塗
り
替
え
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
大
量
の
竹
簡
群
は
、
こ
れ
ま
で

の
中
国
思
想
史
の
常
識
や
定
説
に
対
し
て
、
根
本
的
な
見
直
し
を

迫
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
差
し
迫
っ
た
状
況
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
に

心
地
よ
い
緊
張
感
を
与
え
て
い
た
。
本
号
は
、
そ
の
緊
張
感
を
広

く
世
界
の
研
究
者
に
お
伝
え
し
、
中
国
思
想
史
研
究
の
発
展
に
寄

与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
体
は
、
縦
組
（
縦
書
き
）
の
部
と
横
組
（
横
書
き
）
の
部
に

よ
っ
て
構
成
し
た
。
和
文
を
主
と
す
る
縦
書
の
部
で
は
、
ま
ず
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
段
階
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
た
台
湾

大
学
の
佐
藤
将
之
氏
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
ま
で
の
経
緯

な
ら
び
に
国
際
交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て
「
覚
書
」
を
記
し
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
二
日
目
の
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
行
わ
れ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
出
土
資
料
と
中
国
学
研
究
」
の

出
土
竹
簡
の
語
る
世
界

I

特
集
号
「
戦
国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究
」

中
国
研
究
集
刊
騰
号
（
総
36
号
）
平
成
十
六
年
十
二
月
一
ー
ニ
頁

の
刊
行
|
|

湯

浅

邦

弘

(1) 



模
様
を
筆
者
の
編
集
に
よ
り
採
録
し
た
。

続
く
、
論
考
で
は
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
、

郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
を
中
心
と
す
る
関
係
論
考
九
本
を

掲
載
し
た
。
こ
の
内
、
林
啓
屏
氏
の
論
考
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
中
国
語
発
表
原
稿
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
幸
い
、
当

日
の
通
訳
を
務
め
た
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
の
上
野
洋
子
君
の
翻
訳
原
稿
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
基
に
和

文
翻
訳
原
稿
と
し
て
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
横
組
の
部
で
は
、
ま
ず
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
改
め
て
掲
載
し
、
続
い
て
、
当
日
の
基
調
講
演
を
行
わ

れ
た
台
湾
大
学
の
陳
鼓
應
教
授
、
研
究
発
表
を
行
わ
れ
た
東
呉
大

学
の
郭
梨
華
教
授
を
初
め
と
す
る
五
名
の
研
究
者
の
中
国
語
論
考

を
掲
載
し
た
。
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の

黒
田
秀
教
君
の
論
考
は
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
け
る
出
土
文
献
の

文
字
処
理
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
も
の
で
和
文
原
稿
で
は
あ
る

が
、
内
容
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
横
組
の
部
に
配
置
し
た
。

以
上
、
本
号
は
論
考
十
七
本
、
附
録
二
点
と
い
う
膨
大
な
分
量

に
な
っ
た
。
『
中
国
研
究
集
刊
』
の
創
刊
以
来
、
初
め
て
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
、
出
土
資
料
研
究
が
い
か
に
重
要
な

局
面
を
開
き
つ
つ
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
千
字
文
」
に
よ
っ
て
号
数
を
表
示
す
る
『
中
国
研
究
集
刊
』

は
、
本
号
が
「
騰
」
号
と
な
る
。
文
字
通
り
、
こ
の
出
土
資
料
研

究
が
重
要
な
研
究
分
野
と
し
て
わ
き
あ
が
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
、
お
よ
び
上
博
楚
簡
•
郭

店
楚
簡
な
ど
の
基
礎
的
情
報
、
参
考
文
献
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大

阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
H
P
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で
も
紹
介
し
て
い
る
。
併
せ
て
御
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る。
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